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(３月)
評価(9月)

一人ひとりの健康状態や発達について把握し、異

常に気付くことができている。
B

登園時や保育中、一人ひとりの表情や様子を確認

し、健康や発達に留意している。

子どもの気持ちを理解し、信頼関係を築くことが

できている。
A

積極的にスキンシップを取ることにより、子ども

が安心して生活できる場を築いている。

生活に必要な基本的習慣や態度を身に付けること

ができている。
B

学年に応じた生活習慣が身につくよう促してい

る。特に挨拶・身支度に関わることに重点を置い

ている。

保護者に口頭や文章で正確に伝達できている。 B
園便り、クラス便りの他に、クラスのホワイト

ボードを導入し、伝達がスムーズに行われるよう

になってきている。

健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成のた

め、家庭への啓発を行っている。
B

家庭内での生活習慣を把握し、子ども一人ひとり

の生活に応じた対応、啓発を行っている

子どもの送迎時や、行事など様々な機会を通し、

子どもの様子や保育の意図を説明し、保護者との

相互理解を図っている
B

送迎時に子どもの様子や保育内容等を伝えるよう

留意している

職員相互がそれぞれ全体的立場を理解し、協力や

助言を惜しむことなく施設の運営に関わってい

る。
B

職員間で学年ごとの関わり方等を、教えあう事が

できている。

資料（諸記録）を集積している。 A
資料、記録は保管し、過去２年分はすぐに取り出

せるようにしている。

避難訓練・交通安全指導を、計画に基づいて適切

に実施している。
A

避難訓練は毎月行えている。外部講師を招いての

研修は年に一度以上行っている。

乳幼児の安全確保のため、家庭・地域社会・関係

機関等と連携を図っている。
B

家庭との連携はか密に出来ているが、特定の関係

機関のみの連携になってしまっている。

挨拶・来客・電話等の対応ができている B
子どもや保護者に対して積極的に挨拶ができてい

る。電話での対応は、相手に簡潔にわかりやすく

伝えられないことがある

互いの保育・教育に対しての理解を深め、援助に

ついて共通理解を図っている。
B

月に一度の職員会議の場で各クラスの状況や行事

への取り組みなど話し合うことができている。

各種研修に参加し、研修の成果を保育に反映させ

ている。
B

研修受講後に園内でその研修のフィードバックを

行う事ができるようになってきている。
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＊達成度に応じでＡ～Ｃの3段階で評価する
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総合評価　(反省・次年度への課題)


